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埼玉県後期高齢者医療広域連合告示第１５０号 

 

  令和６年第２回埼玉県後期高齢者医療広域連合議会定例会を次のとおり招集する。 

 

   令和６年１０月２４日 

 

            埼玉県後期高齢者医療広域連合長  富  岡  勝  則 

 

 １ 期  日  令和６年１０月３１日 午後１時３０分 

 

 ２ 場  所  さいたま市浦和区岸町７－５－１４ 

         さいたま共済会館 ６階 ６０１・６０２（ホール） 
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令和６年第２回埼玉県後期高齢者医療広域連合議会定例会会議録 

 

 議 事 日 程  

令和６年１０月３１日（木曜日） 午後１時３０分開会 

 

日程第 １ 議席の指定 

日程第 ２ 副議長選挙 
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日程第 ４ 会期の決定 

日程第 ５ 諸般の報告 

日程第 ６ 議案第 ９号 埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一 

             部を改正する条例の制定について 

日程第 ７ 議案第１０号 令和６年度埼玉県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第 

１号） 

日程第 ８ 議案第１１号 令和６年度埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療事業特 

別会計補正予算（第１号） 

日程第 ９ 議案第１２号 令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算 

認定について 

日程第１０ 議案第１３号 令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療事業特 

別会計歳入歳出決算認定について 

日程第１１ 議案第１４号 訴えの提起について 

日程第１２ 議案第１５号 埼玉県後期高齢者医療広域連合広域計画の変更について 

日程第１３ 行政報告 

日程第１４ 一般質問 
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 出席議員（１７名） 

     ２番  賴 髙 英 雄         ３番  高 畑   博 
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    １４番  茂 木 一 郎        １５番  枝久保 喜八郎 

    １６番  岡 﨑 和 広        １７番  鳥 羽   恵 

    １８番  佐 藤 弘 一        １９番  □ 澤 康 広 

    ２０番  黛   浩 之 

 

 欠席議員（３名） 

     １番  吉 田 信 解         ５番  川 合 善 明 

     ７番  小 野 克 典 

 

 説明のため出席した者の職氏名 

広 域 連 合 長 富 岡 勝 則   副広域連合長 井 上 健 次  

事 務 局 長 小 貝 喜海雄   事 務 局 次 長 
兼 総 務 課 長 葛 西 和 仁  

事 務 局 次 長 
兼保険料課長 土 屋 和 久   給 付 課 長 古 瀬   力  

 

 職務のため出席した者の職氏名 

書 記 川 村 明日香   書 記 町 田 翔 一  
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開会 午後１時２９分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（枝久保喜八郎） 開会に当たり、議長から申し上げます。 

 議会閉会中に任期満了により、19番、増田等議員が退任されました。この欠員に伴う広域連

合議会議員選挙が行われ、町村議会議員選出区分から□澤康広議員が当選されましたので、御

報告いたします。 

 ただいまの出席議員は17名であります。定足数に達しておりますので、これより令和６年第

２回埼玉県後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会いたします。 

 この際、議長から議員の皆様に申し上げます。 

 会議の途中で定足数の10名を欠くに至った場合には、会議を継続することが困難となります

ので、本日の議事日程を全て終了するまで御退席等はなさらないようにお願いを申し上げます。 

 また、会議規則第48条第３項の規定により、質疑に当たっては自己の意見を述べることがで

きませんので御注意ください。 

 あわせて、議案や資料に記載のある数字について回答を求める質問は、円滑な議事運営のた

めお控えくださいますよう御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（枝久保喜八郎） 本日の議事日程につきましては、お手元に配付してある日程表のと

おりでございますので、御了承願います。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議席の指定 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第１、議席の指定を行います。 

 新たな広域連合議会議員１名の議席は、会議規則第３条第１項の規定により、□澤康広議員

を19番に、議長において指定いたします。 

 

────────────────────────────────────────────── 
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◎副議長選挙 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第２、副議長選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選によりたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） 御異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 議長において指名することにしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） 御異議なしと認めます。 

 ただいま議長において指名することに決定いたしました。 

 副議長に、19番、□澤康広議員を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 議長において指名いたしました19番、□澤康広議員を当選人と決めることに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました□澤議員が副議長に当選されました。 

 副議長に当選されました□澤議員が議場におられますので、本席から会議規則第31条第２項

の規定により当選の告知をいたします。 

 ただいま副議長に当選されました□澤議員より就任の挨拶をお願いいたします。 

 19番、□澤康広議員。 

○副議長（□澤康広） ただいま副議長に選出されました寄居町議会議員の□澤康広でござい

ます。よろしくお願い申し上げます。 

 就任に当たりまして、一言御挨拶申し上げます。 

 このたびは副議長を仰せつかり、その責任を痛感している次第でございます。 

 この広域連合議会が後期高齢者医療制度の適正な運営を図るという県民の負託に応えられま

すよう議長を補佐し、円滑、公正な議会運営に努めてまいります。 

 皆様方には、御指導、御協力をお願い申し上げまして、簡単ではございますが、就任の挨拶
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とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第３、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第72条の規定により、４番、木津雅晟議員、６番、河田晃明議

員、以上２名の方を議長において指名いたします。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第４、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は本日１日といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日と決定いたしました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第５、諸般の報告を行います。 

 広域連合長から提出された議案は、お手元に配付した通知の写しのとおりであります。 

 次に、広域連合長から報告された一般会計繰越明許費繰越計算書は、お手元に配付した行政

報告のとおりでありますので、御了承願います。 

 次に、広域連合長から送付された説明員の出席についての通知の写し、監査委員から送付さ

れた例月現金出納検査の結果についての通知の写し、一般質問通告書をお手元に配付してござ

いますので、御了承願います。 

 次に、広域連合長から送付された議案第９号、議案第13号及び議案第15号に係る追加参考資

料をお手元に配付いたしましたので、御了承願います。 

 なお、本日、傍聴人より録音及び写真撮影をしたい旨の申出があり、これを許可いたしまし
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たので、御了承願います。録音を許可された傍聴人におかれましては、休憩中の会議の録音は

固く禁じますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎広域連合長挨拶 

○議長（枝久保喜八郎） ここで、広域連合長から挨拶を行いたい旨の申出がありますので、

これを許可いたします。 

 富岡広域連合長。 

○広域連合長（富岡勝則） 広域連合長を務めております朝霞市長の富岡勝則でございます。

議長のお許しをいただきましたので、開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和６年第２回広域連合議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様におか

れましては、大変お忙しい中御出席を賜り、誠にありがとうございます。 

 さて、本県の後期高齢者医療の状況でございますが、団塊の世代の加入によりまして被保険

者数は大きく増加しており、９月末現在で111万人と県人口の15％以上を占めるに至っており

ます。これに伴い医療給付費も増加しており、昨年度は約8,400億円と制度発足当初の２倍を

超える規模になっております。こうした中、医療費の適正化や健康寿命の延伸を図ることは今

後ますます重要となります。このため、第三期データヘルス計画で重点項目に位置づけた「高

齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」について、今年度から全市町村と連携して着実に推

進しているところでございます。 

 また、本年12月２日に被保険者証が廃止されます。広域連合では、マイナ保険証を基本とす

る仕組みへの円滑な移行に向け、来年の７月末までの暫定的な取組を実施いたします。 

 具体的には、12月２日以降、75歳で新たに被保険者となる方などに対し、これまでの被保険

者証と同様に医療機関へ提示することで保険診療を受けることができる資格確認書を、マイナ

保険証の所有の有無にかかわらず全員に職権で交付することといたしました。これにより全て

の被保険者について、デジタルとアナログの併用期間を均一に確保するとともに、この間で国

と連携してマイナ保険証の使い方やメリットについてさらなる周知を図ってまいります。 

 一方で、さきの第213回通常国会において「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法

律」が成立いたしました。これに伴い、令和８年度から医療保険の保険料とともに子ども・子

育て支援金を高齢者の皆様から徴収することとなります。細かい制度設計はこれからと伺って

おりますが、納付いただく金額が増えることによる混乱が生じないよう、国をはじめとした関
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係機関との連携を密にするとともに、丁寧な対応を心がけてまいります。 

 今後とも被保険者の皆様が安心して適切な医療を享受し、健康で自立した生活ができるよう

努めてまいりますので、議員の皆様におかれましては、引き続きお力添えを賜りますようお願

い申し上げます。 

 さて、本日の定例会の議案でございますが、条例議案１件、補正予算議案２件、決算認定議

案２件、訴えの提起議案１件及び広域計画の変更議案１件の計７議案でございます。 

 議員の皆様には、御同意を賜りますようお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第６、議案第９号「埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者

医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

 議案の朗読は省略いたします。 

 提案理由について説明を求めます。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） 議案第９号「埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について」御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、右肩にナンバー１とあります、埼玉県後期高齢者医療広域連合議会議案の

１ページを御覧ください。 

 提案理由につきましては、保険料の徴収猶予の期間の変更及びいわゆる改正マイナンバー法

の成立により、高齢者の医療の確保に関する法律の一部が改正されたことに伴い必要な規定の

整備をするため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 内容につきましては、右肩にナンバー６とあります、議案参考資料の１ページを御覧くださ

い。 

 中ほどの改正内容でございますが、まず第17条に規定された保険料徴収猶予の期間を変更す

るものでございます。 

 失業等による収入の著しい減少や災害により財産に著しい損害を受けたことなどにより、保

険料を一時的に納付することができないと認められる場合は、その納付することができない額

を限度として、６月以内に限り、徴収猶予することができるとしております。 

 しかし、認知症などで判断能力が不十分かつ身寄りの有無が判明しない方等について、市町
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村長による後見開始の審判の請求を経て、後見人が選任され、本人の資力が活用可能となるま

でに１年程度要する場合があります。そのため、国から、保険料徴収猶予の期間を最長１年程

度とするよう要請があったこと等から、徴収猶予の期間を被保険者の事情に合わせて最長１年

とすることができるよう改正するものです。 

 次に、第26条は、保険料の滞納により被保険者証の返還を求められているにもかかわらず、

これに応じない者に対する罰則を定めておりますが、令和６年12月２日をもって被保険者証が

廃止されることから、当該規定を削除するものでございます。 

 なお、経過措置として、被保険者証廃止日の令和６年12月２日より前に被保険者証の返還を

求められてこれに応じない者、及び令和６年12月２日時点において、被保険者証の交付を受け

ており、令和６年12月２日以後に被保険者証の返還を求められてこれに応じない者に対する罰

則の適用については、なお従前の例によることとしております。 

 施行日につきましては、公布の日からですが、第26条の改正規定は、令和６年12月２日とし

ております。 

 また、条例の新旧対照表は、２ページのとおりでございます。 

 説明は以上です。よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（枝久保喜八郎） これより質疑に入ります。 

 質疑のある方の発言を求めます。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 鳥羽恵です。よろしくお願いします。 

 ナンバー６の議案参考資料１ページによりますと、この議案の趣旨には、「被保険者証が令

和６年12月２日に廃止されることに伴う必要な規定の整備をするため」とあります。内容は、

保険料の徴収猶予を６か月から１年に延長することと、保険料の滞納によって返還を求められ

ても応じない場合の罰則規定の削除になっています。この２点について、これまでに検討した

ことがありますか。 

○議長（枝久保喜八郎） それでは、答弁願います。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） 御質問にお答えします。 

 ２点ともこれまで検討したことはありません。 

○議長（枝久保喜八郎） 再質疑はございますか。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 判断能力が不十分かつ身寄りの有無が判明しない方等について、本人

の資力が活用可能となるまでに最長で１年程度かかる場合があるのに、今まで検討しなかった
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理由をお示しください。 

 また、そもそも懲罰規定には賛成できませんでしたが、なぜ被保険者証が廃止されると、懲

罰規定が削除されるのか、その理由もお示しください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） 御質問にお答えします。 

 保険料の徴収猶予期間の延長は、これまで議案参考資料に記載したような相談がなかったこ

とから検討に至りませんでした。また、罰則規定の削除は、被保険者証廃止に伴い、当該罰則

規定の対象となる行為がなくなることから削除するものでございます。 

○議長（枝久保喜八郎） 再々質疑はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで質疑を終結いたします。 

 続いて、討論に入ります。 

 討論のある方の発言を求めます。 

 まず、本案に対する反対討論を許可いたします。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 私は、議案第９号「埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に

関する条例の一部を改正する条例の制定について」に反対の立場で討論を行います。 

 この議案は、被保険者証が令和６年12月２日に廃止されることに伴う必要な規定の整備をす

るため、条例の一部を改正するものです。 

 判断能力が不十分かつ身寄りの有無が判明しない方等について、本人の資力が活用可能とな

るまでに最長で１年程度かかる場合があったにもかかわらず、今まで被保険者の実情に合わせ

た徴収猶予の期間延長の検討もせず、保険料の滞納により被保険者証の返還を求められてこれ

に応じない者に対して、容赦なく10万円以下の過料を科してきたことこそ問題です。後期高齢

者のためでなく、被保険者証の廃止のための条例の改正は認められません。 

 よって、議案第９号に反対といたします。 

○議長（枝久保喜八郎） 次に、賛成討論を許可いたします。 

 16番、岡﨑和広議員。 

○１６番（岡﨑和広） 議案第９号「埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する

条例の一部を改正する条例の制定について」賛成の立場から討論いたします。 

 まず、徴収猶予期間の延長については、猶予の最大期間を６か月から１年とすることで、保

険料の徴収に際し、被保険者の個々の状況に、より即した柔軟な対応ができるようになると考
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えられます。また、被保険者証の返還に係る罰則の削除については、被保険者証は本年12月２

日をもって廃止されることが決定しておりますので、制度の整合性を図るために必要不可欠な

措置です。引き続き後期高齢者に寄り添った形で制度運営に取り組むよう申し上げ、私の賛成

討論といたします。 

 ぜひとも御賛同いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（枝久保喜八郎） ほかに討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで討論を終結いたします。 

 これより議案第９号「埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（枝久保喜八郎） 起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第７、議案第10号「令和６年度埼玉県後期高齢者医療広域連合

一般会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

 議案の朗読は省略いたします。 

 提案理由について説明を求めます。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） 議案第10号「令和６年度埼玉県後期高齢者医療広域連

合一般会計補正予算（第１号）」について御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、右肩にナンバー２とあります横長の「令和６年度一般会計・特別会計補正

予算及び補正予算説明書」の３ページを御覧ください。 

 一般会計補正予算の総額は、第１条に記載のとおり、歳入歳出それぞれ１億9,717万4,000円

を減額し、歳入歳出予算の総額を22億6,082万6,000円とするものでございます。 

 歳入歳出の内訳ですが、右肩にナンバー７とあります横長の「議案参考資料」を御覧くださ

い。 

 初めに、歳入について、３ページを御覧ください。 
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 一番上、「分担金及び負担金」は、令和５年度一般会計・特別会計における共通経費負担金

の剰余金の２分の１の額を、令和６年度共通経費負担金から減額などするもの、「繰越金」は、

令和５年度一般会計剰余金を前年度繰越金として受け入れるもの、「財産収入」は新たに設置

した財政調整基金の預金利子を受け入れるものでございます。 

 続きまして、歳出については４ページを御覧ください。 

 一番上、「総務費」の「事務局職員給与費等負担金」は、広域連合が負担している市町村派

遣職員の給与等について、人事院勧告を踏まえ増額するもの、「財政調整基金積立金」等につ

いては、令和５年度一般会計・特別会計における共通経費負担金の剰余金の２分の１の額及び

預金利子を財政調整基金に積み立てるものでございます。 

 「民生費」は、令和５年度特別会計の共通経費負担金の剰余金４億5,243万9,000円を令和６

年度事務経費繰出金から減額するものでございます。 

 説明は以上です。 

 よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（枝久保喜八郎） これより質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで質疑を終結いたします。 

 続いて、討論に入ります。 

 討論のある方の挙手を求めます。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで討論を終結いたします。 

 これより議案第10号「令和６年度埼玉県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１

号）」を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（枝久保喜八郎） 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第８、議案第11号「令和６年度埼玉県後期高齢者医療広域連合
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後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

 議案の朗読は省略いたします。 

 提案理由について説明を求めます。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） 議案第11号「令和６年度埼玉県後期高齢者医療広域

連合後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）」について御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、先ほどと同じ、右肩にナンバー２とあります横長の「令和６年度一般会

計・特別会計補正予算及び補正予算説明書」の15ページを御覧ください。 

 特別会計補正予算の総額は、第１条に記載のとおり歳入歳出それぞれ71億8,972万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を9,349億6,672万円とするものでございます。 

 歳入歳出の内訳ですが、右肩にナンバー７とあります横長の「議案参考資料」を御覧くださ

い。 

 初めに、歳入について、７ページを御覧ください。 

 一番上、「市町村支出金」は、令和５年度の実績に基づく精算により不足が生じた療養給付

費負担金について市町村に追加御負担いただくもの、「国庫支出金」は、令和６年度保険料率

改定における制度改正の周知広報経費について、国が交付対象としたため、それを受け入れる

ために増額するもの、「財産収入」は、金利上昇に伴い保険給付費支払基金の預金利子を増額

するもの、「繰入金」の「事務経費繰入金」は、令和５年度特別会計の共通経費負担金におい

て４億5,243万9,000円の剰余金が生じたため、同額を令和６年度一般会計繰入金から減額する

ものです。 

 「保険給付費支払基金繰入金」は、保険料還付金が見込みを上回るため、増額するもので、

「繰越金」は、令和５年度の特別会計の剰余金を前年度繰越金として受け入れるものでござい

ます。 

 続きまして、歳出については８ページを御覧ください。 

 一番上、「総務費」は、国の特別調整交付金を活用し、令和６年度保険料率改定における制

度改正の周知に要する経費を市町村に補助するために増額するもの、「基金積立金」は、令和

５年度の保険料の決算剰余金等及び金利上昇に伴う預金利子の増分を基金に積み立てるもので

す。 

 「諸支出金」の「保険料還付金」は、保険料還付金が見込みを上回ることにより増額するも

ので、「国県支出金等返還金」は令和５年度の療養給付費等の実績に基づく精算に伴い国・

県・市町村へ負担金等を返還するために増額するものでございます。 

 説明は以上です。 
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 よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（枝久保喜八郎） これより質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで質疑を終結いたします。 

 続いて、討論に入ります。 

 討論のある方は挙手願います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで討論を終結いたします。 

 これより議案第11号「令和６年度埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第１号）」を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（枝久保喜八郎） 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第９、議案第12号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合

一般会計歳入歳出決算認定について」を議題といたします。 

 議案の朗読は省略いたします。 

 提案理由について説明を求めます。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） 議案第12号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連

合一般会計歳入歳出決算認定について」御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、右肩にナンバー３とあります横長の「令和５年度一般会計・特別会計歳入

歳出決算書及び附属書類」の２ページを御覧ください。 

 初めに、「歳入」でございます。 

 表の下から３行目、歳入合計欄にありますとおり、「予算現額」25億6,418万6,000円に対し、

「収入済額」は、25億6,219万3,012円でございます。 

 次に、「歳出」について、３ページを御覧ください。 
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 表の下から３行目、歳出合計欄にありますとおり、「予算現額」25億6,418万6,000円に対し、

「支出済額」25億3,825万6,863円でございます。 

 「歳入歳出差引残額」は、2,393万6,149円でございます。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 「実質収支に関する調書」でございますが、実質収支額は歳入歳出差引額と同額となってお

ります。 

 具体的な執行状況につきましては、右肩にナンバー７とあります横長の「議案参考資料」の

11ページを御覧ください。 

 歳入についてですが、一番上、「分担金及び負担金」25億1,123万1,002円は、構成団体の県

内全市町村に広域連合の運営経費として負担していただいたもので、各市町村別一覧は最終の

24ページに記載してございますので、後ほど御覧ください。 

 「国庫支出金」1,002万8,492円は、被保険者代表の方などから意見を伺うために設置した後

期高齢者医療懇話会の経費や保健師の雇用に対して交付されたもの、「繰越金」は、令和４年

度決算に係る剰余金でございます。 

 「諸収入」は、記載のとおりでございます。 

 続きまして、歳出について、12ページを御覧ください。 

 一番上、「議会運営に係る経費」の支出済額127万8,578円は、定例会を２回、臨時会を１回

開催し、条例や予算議案など、合計17議案について御審議いただきました際の会場使用料など

でございます。 

 「事務局運営に係る経費」2,440万9,921円は、各種業務委託料や事務所使用料、事務機器賃

借料などでございます。 

 「電算システム等に係る経費」2,821万9,400円は、財務会計システムをはじめとした電算機

器等の運用管理委託料や賃借料などでございます。 

 次に、13ページを御覧ください。 

 「会議開催等に係る経費」62万2,838円は、後期高齢者医療懇話会委員への報償金及び会議

室使用料など、「事務局職員に係る経費」３億1,256万8,126円は、会計年度任用職員の報酬等

のほか、事務局職員派遣元市町村への給与等の負担金でございます。 

 「公平委員会、選挙管理委員会・監査委員に係る経費」は、記載のとおりでございます。 

 「事務経費繰出金」21億7,099万5,000円は、一般会計で受け入れた共通経費負担金のうち特

別会計分を繰り出したもの、「その他運営に係る諸経費」は、記載のとおりでございます。 

 説明は以上です。 

 御審議の上、認定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（枝久保喜八郎） これより質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手願います。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 令和５年度の当初予算の一般会計は、令和４年度当初予算と比較して

43.3％もの大きな増額予算でしたが、歳出決算額はどうだったのでしょうか、お示しください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） お答えいたします。 

 令和５年度の歳出決算額は58.2％の増でした。増加の主な要因といたしましては、令和５年

度の新規事業である標準システム機器更改を含めた特別会計に事務経費として繰り出す民生費

が73.7％増加したことが挙げられます。 

○議長（枝久保喜八郎） 再質疑はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで質疑を終結いたします。 

 続いて、討論に入ります。 

 討論のある方の挙手を求めます。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで討論を終結いたします。 

 これより議案第12号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算認定

について」を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（枝久保喜八郎） 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第10、議案第13号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について」を議題といたします。 

 議案の朗読は省略いたします。 

 提案理由について説明を求めます。 
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 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） 議案第13号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域

連合後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について」御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、先ほど御覧いただきました、右肩にナンバー３とあります、横長の「令和

５年度一般会計・特別会計歳入歳出決算書及び附属書類」の６ページと７ページを御覧くださ

い。 

 初めに、「歳入」でございますが、７ページの表下から３行目、歳入合計欄にありますとお

り、「予算現額」8,996億2,828万3,000円に対し、「収入済額」は、8,807億7,272万4,483円で

ございます。 

 次に、「歳出」について、８ページを御覧ください。 

 表の下から３行目、歳出合計欄にありますとおり、「予算現額」8,996億2,828万3,000円に

対し、「支出済額」は8,699億7,628万636円でございます。 

 「歳入歳出差引残額」は、９ページのとおり、107億9,644万3,847円でございます。 

 次に、10ページを御覧ください。 

 「実質収支に関する調書」でございますが、実質収支額は歳入歳出差引額から、繰越明許に

よる翌年度繰越額２億2,544万2,000円を引いた、105億7,100万1,000円となっております。 

 具体的な執行状況は、右肩にナンバー７とあります横長の「議案参考資料」の17ページを御

覧ください。 

 歳入についてですが、一番上、「市町村支出金」1,691億8,106万9,557円は、市町村が徴収

した保険料や低所得者などへの保険料軽減措置に対する負担金、療養の給付等に係る定率負担

金を受け入れたものでございます。 

 「国庫支出金」2,653億6,777万7,936円のうち、「国庫負担金」は、療養の給付等に係る定

率負担金や80万円を超える高額な医療費に係る負担金を受け入れたもの、また、「国庫補助

金」は、国からの交付金と健康診査事業やマイナンバーカードと被保険者証の一体化に伴う周

知広報事業、標準システム機器更改に係る補助金などを受け入れたものでございます。 

 「県支出金」713億5,376万4,465円は、国庫負担金と同様に療養の給付等に係る定率負担金

や高額な医療費に係る負担金を受け入れたものでございます。 

 次に、18ページを御覧ください。 

 「支払基金交付金」3,491億7,984万9,000円は、現役世代からの支援金を各医療保険者から

受け入れたもの、「特別高額医療費共同事業交付金」５億8,069万9,909円は、レセプト１件に

つき400万円を超える高額な医療費に係る共同事業からの交付金、「繰入金」54億9,759万

3,000円のうち「基金繰入金」は、保険料の決算剰余金を積み立てている保険給付費支払基金
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から、33億2,659万8,000円を繰り入れたものでございます。 

 「繰越金」187億1,862万6,279円は、令和４年度決算に係る剰余金でございます。 

 「財産収入、諸収入」は御覧のとおりでございます。 

 続きまして、歳出については、19ページを御覧ください。 

 一番上、「保険給付に係る経費」の支出済額8,428億8,622万2,697円は、医科・歯科・調剤

等の給付費及び柔道整復等の療養費など、「保健事業に係る経費」42億9,021万9,568円は、健

康診査や高齢者の保健事業と介護予防との一体的実施に係る市町村への委託料、人間ドック助

成事業などへの市町村に対する補助金などでございます。 

 次に、20ページを御覧ください。 

 「レセプトの審査・点検等に係る経費」21億6,942万1,477円は、レセプトの一次審査等につ

いて国保連合会へ委託したもの、「医療費通知等に係る経費」４億8,950万3,131円は、被保険

者に医療機関等の受診状況を通知するための委託料や通信運搬費、「医療費適正化に係る経

費」3,960万5,186円は、ジェネリック医薬品希望シールやジェネリック医薬品を利用した場合

の自己負担額の軽減をお知らせする通知の作成委託料などでございます。 

 次に、21ページを御覧ください。 

 「被保険者証・ミニガイド等の作成に係る経費」１億1,930万6,144円は、被保険者証や広報

用印刷物の作成費、また、市町村が行ったマイナンバーカードと被保険者証の一体化の推進に

係る周知広報経費等に対する補助金等でございます。 

 「広域連合電算システムに係る経費」５億5,326万7,022円は、広域連合電算処理システム、

いわゆる標準システムの運用や端末等のリースに関する経費と機器更改に係るシステム開発委

託料やクラウドサービス使用料などでございます。 

 なお、国のスケジュールの遅れにより、標準システムの機器更改が令和５年度中に完了しな

かったことから、不用額のうち２億2,544万2,005円を令和６年度に繰越ししております。 

 次に、22ページを御覧ください。 

 「業務運営に係る経費」は、記載のとおりでございます。 

 「拠出金、積立金」72億1,882万7,242円のうち「保険給付費支払基金積立金」は、令和４年

度の保険料の剰余金を基金に積み立てたものでございます。 

 続きまして23ページを御覧ください。 

 「諸支出金」122億648万6,995円のうち「償還金」の「国県支出金等返還金」は、令和４年

度に交付された国・県・市町村の負担金等の実績に伴う精算により、過交付となった額を返還

したものでございます。 

 説明は以上です。 
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 御審議の上、認定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（枝久保喜八郎） これより質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手願います。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 議案第13号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医

療事業特別会計歳入歳出決算認定について」３点伺います。 

 １つ目、令和５年度の当初予算の特別会計は、令和４年度当初予算と比較して2.8％の増で

したけれども、決算額としてどうであったのかお示しいただきたいということ。 

 それから、２つ目、令和４年10月１日から75歳以上で一定以上の所得がある方は、医療費の

窓口負担が２割になりました。追加資料の（７）によりますと、その影響額は、令和４年度は

月６億7,258万2,995円に対して、令和５年度は月７億3,731万5,436円となっています。令和４

年度の資料を調べてみますと、２割負担による受診控えの影響額が月３億9,494万2,702円であ

ったことから考えると、令和５年度も相当の受診控えがあったのではないかと考えますが、見

解を伺います。 

 それから、３つ目、追加資料の（８）被保険者の所得状況では、この制度の発足時から被保

険者の所得は12万4,797円減っています。滞納者数が1,267人減、追加資料の（３）のとおり、

昨年と比べて338人減となっていますが、滞納繰越分の額は前の年より4,765万円も増えていて、

過去３年間で滞納繰越分が最も多くなっています。この３億3,759万4,402円という滞納繰越分

は、一体何人分なのでしょうか。また、この現状をどう分析しているのかお示しください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） 御質問のうち令和５年度の歳出決算額についてお答え

をいたします。 

 令和５年度の決算額は5.0％の増でした。増加の主な要因といたしましては、被保険者数の

増加に伴い療養給付費や高額療養費など保険給付費が6.3％増加していることが挙げられます。 

○議長（枝久保喜八郎） 次に答弁願います。 

 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） 御質問のうち受診控えについてお答えいたします。 

 令和４年10月以降の被保険者１人当たり一月の医療機関への受診日数を確認いたしますと、

２割負担の方は一定期間増加で推移しておりまして、１割、３割の方と明らかに異なる動きと

なっておりました。これは、２割負担の制度創設の10月には受診を控えておりましたが、その

後、徐々に通常どおりの受診日数に戻ったためと推測しております。 
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 令和５年度の受診日数は、２割負担の方も１割、３割負担の方と同様な動きで推移しており

まして、データを見る限り受診控えがあったとは考えておりません。 

○議長（枝久保喜八郎） 続いて答弁願います。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） 御質問のうち滞納繰越額の人数と現状についてお答

えします。 

 この滞納繰越額に係る人数は5,641人です。滞納繰越額及び人数は、近年、減少傾向にあり

ましたが、令和５年度は上昇に転じてしまいました。令和４年度から団塊世代が被保険者にな

り、普通徴収対象者が増えましたが、普通徴収は納付忘れ等により未納が生じやすい傾向が見

られます。その結果、収納率が下がり、現年度分の滞納額が大きくなりました。これが令和５

年度の滞納繰越額の増加につながっています。 

 滞納繰越額を増やさないためには、現年度分の保険料を適切に徴収することが重要です。広

域連合では、新たに被保険者になった後は、一定期間、普通徴収の対象となることをパンフレ

ットなどで周知していますが、本年度は、より目につく記載にするなどの工夫をしました。ま

た、市町村に対し、被保険者に一層の周知を図るよう通知をするとともに、市町村主管課長会

議の場等においても、都度お願いをしております。 

 引き続き現年度分の収納対策を進め、滞納を生み出さないよう努めてまいります。 

○議長（枝久保喜八郎） 再質疑はございますか。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） ２つ目について伺います。 

 受診日数は、２割負担の方も１割、３割負担の方と同様な動きで推移しており、データを見

る限り、受診控えがあったとは考えていないという御答弁には、ちょっと驚きます。 

 医療機関や保険団体に聞いたところ、白内障や糖尿病の受診が減っていると。簡単に治らな

い病気なのに減っているということを伺いました。 

 そこで、2023年度受診控えは解消したのかどうか公表しているデータを探しましたが、なか

なか見つかりませんでした。そこで、ＡＩを活用することにしました。 

 コパイロットで今も後期高齢者の受診控えは続いているのかと質問すると、コパイロットは、

最新の情報によると、2024年の今も後期高齢者の受診控えは依然として続いていると答えまし

た。その理由を聞いてみると、昨年の窓口負担が２割に増えたことや、収入が下がっているこ

とが高齢者にとって医療費の負担を重く感じさせ、結果的に受診控えにつながっている可能性

がありますと答えました。 

 追加資料（８）のとおり、制度の発足時から被保険者の所得は12万円も減っていて、令和４
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年度に比べても、平均5,000円以上減りました。その上、令和５年度というのは、令和６年度

からの後期高齢者医療保険料と介護保険料の負担増におびえていた年です。その中で窓口２割

負担が始まりました。ひととき２割負担になったのではありません。２割負担がずっと続いて

いるのです。受診控えがあったとは考えていないという答弁は、あまりにも高齢者の暮らしの

実態からかけ離れていると考えます。 

 後期高齢者は受診を我慢せず、支払いも心配せず、安心して必要なだけ十分受診していると

お考えですか、お答えください。 

 それから、３つ目についても再質問いたします。 

 現在の制度では、国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療制度の被保険者に変わると、

被保険者となった後、おおむね６か月は保険料を特別徴収、年金からの徴収ができません。普

通徴収、口座振替とか納付書による徴収となることから、納付書により保険料を納めるか、口

座振替の手続を取らなければなりません。被保険者となった直後から特別徴収で保険料納付で

きるようにしてほしいという声はずっと上がっています。 

 令和元年11月14日、総務省の行政評価局が高齢者が保険料納付を金融機関まで出向かなくて

も行えるように、厚生労働省に改善をあっせんしています。被保険者への保険料徴収概要では、

これらがなかなか進まない理由として、地方公共団体が述べている理由は２つです。 

 特別徴収の事務処理のための期間の短縮を実現するには、システムの改修が必要であるが、

その改修費用を市区町村が負担することは財政上困難である。 

 もう一つが、被保険者が特別徴収の対象か否かを被保険者となる前に判断できないために、

被保険者となった直後から特別徴収により保険料を徴収することは難しいと。ここを改善して

いかなければ、この状況は永遠に続きます。嫌な思いをして苦労するのは、後期高齢者自身と

市区町村です。仕組みを見直すことを国に強く求めるべきと考えますが、見解を伺います。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） まず、御質問のうち、受診控えを総合的に判断したのかについてお

答えいたします。 

 実績値として把握できる各種データから総合的に判断しております。 

 先ほど申し上げましたが、それによりますと、令和４年度は受診控えがございましたが、令

和５年度はなかったものと考えております。 

○議長（枝久保喜八郎） 続いて答弁願います。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） 御質問のうち、スムーズに移行できる制度について
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お答えします。 

 後期高齢者医療制度の被保険者になった当初から特別徴収を開始できるようになれば、被保

険者の負担も軽減されます。制度改正について、これまでも全国協議会を通じて国に要望して

きたところでございますが、今後も引き続き要望してまいります。 

○議長（枝久保喜八郎） 再々質疑はございますか。 

○１７番（鳥羽 恵） ありません。 

○議長（枝久保喜八郎） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで質疑を終結いたします。 

 続いて、討論に入ります。 

 討論のある方の発言を求めます。 

 まず、本案に対する反対討論を許可いたします。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 私は、議案第13号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について」に反対の立場で討論を行います。 

 令和５年度の決算は、質疑で明らかになったとおり、制度発足以来15年間で後期高齢者の平

均収入が12万4,797円も下がっていること。物価高騰の嵐の中で前の年より5,293円も下がって

いること。その中で窓口２割負担が導入されたという厳しい現実に対する理解が全くないもの

です。 

 過去３年間で最も多い5,641人分の滞納繰越額３億3,759万4,402円というのは、１人６万円

にもなります。この方たちがお金の心配なく、必要な医療を利用できているとはとても考えら

れません。 

 ところが、令和４年度は受診控えがあったが、令和５年度はなかったと何度もおっしゃいま

した。提出された資料を見れば、収入の減少と負担増と物価高騰に後期高齢者がどんどん追い

詰められているということは明らかです。にもかかわらず、その現実を否定し、15年にも及ぶ

最初からの特別徴収をと望む声にいまだ答えようとせず、市町村に過重な負担を押しつけ、多

くの滞納者、多額の滞納金を生み出し続け、後期高齢者医療の始まりのところでつまずくよう

なやり方が今も続いていることは認められません。 

 よって、議案第13号に反対といたします。 

○議長（枝久保喜八郎） 次に、賛成討論を許可いたします。 

 12番、小川利八議員。 

○１２番（小川利八） 議案第13号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医
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療事業特別会計歳入歳出決算認定について」、賛成の立場から討論をいたします。 

 この特別会計は、後期高齢者医療制度の事業運営に係る経費が中心になっております。歳入

については、現役世代からの支援金である支払基金交付金をはじめ、国・県・市町村からの療

養給付費負担金、国から交付される調整交付金や各事業に対する補助金、市町村で徴収された

保険料の負担金等が適切に処理されております。 

 次に、歳出については、団塊世代の加入に伴う被保険者数の増加により、医療給付費が増え

る状況において、医療費の適正化を図るようレセプト点検やジェネリック医薬品の利用促進等

に取り組むとともに、健康寿命を延ばすための保健事業を市町村と共に連携して実施していま

す。 

 また、被保険者証の新規発行が今年12月２日に終了しますが、この周知にも取り組んでおり、

後期高齢者医療制度の安定的な運営を図るため、予算執行が適切になされているものと認めら

れます。 

 被保険者数の急増やマイナ保険証を基本とした仕組みへの移行などの制度の過渡期を迎える

中、引き続き後期高齢者医療制度の適正化に向けた事業に取り組んでいただくことを期待しつ

つ、「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認

定について」賛成するものでございます。 

 ぜひとも御賛同を賜りますようお願いを申し上げます。 

 賛成討論とさせていただきます。 

○議長（枝久保喜八郎） ほかに討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで討論を終結いたします。 

 これより議案第13号「令和５年度埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定について」を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（枝久保喜八郎） 起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第11、議案第14号「訴えの提起について」を議題といたします。 
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 議案の朗読は省略いたします。 

 提案理由について説明を求めます。 

 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） 議案第14号「訴えの提起について」御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、右肩にナンバー１とあります埼玉県後期高齢者医療広域連合議会議案の５

ページを御覧ください。 

 提案理由につきましては、下段にございますとおり、広域連合が債務者に対する支払督促の

申立てを簡易裁判所に行った後、相手方から督促異議の申立てがあった場合、訴えの提起があ

ったものとみなされ、訴訟に移行することになります。そこで、地方自治法第292条の規定に

より準用する同法第96条第１項第12号の規定により、あらかじめ議決をお願いするものでござ

います。 

 １ページおめくりいただきまして、６ページを御覧ください。 

 本議案の内容でございますが、「こすげ歯科医院」が保険診療における監査において指摘さ

れた診療報酬について、保険者へ直接返還する旨を申し出たとの通知を埼玉県から収受いたし

ました。 

 これに基づき、該当レセプトを確認し、相手方に対して診療報酬返還金として不正分196万

8,444円、不当分５万5,728円、不正請求加算金としまして78万7,377円の合計281万1,549円の

請求を行いました。 

 その後、広域連合では相手方に対し督促、文書及び訪問による催告を再三実施いたしました

が、支払いに応じないことから、支払督促の申立てを越谷簡易裁判所に行うものでございます。 

 なお、請求の趣旨でございますが、相手方に診療報酬返還金及び不正請求加算金の支払い、

訴訟費用の負担及び仮執行の宣言を求めるものとなります。なお、判決の結果、必要があると

きには上訴するものとし、また、適当と認める条件により和解することができるものとします。 

 説明は以上です。 

 よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（枝久保喜八郎） これより質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで質疑を終結いたします。 

 続いて、討論に入ります。 

 討論のある方の発言を求めます。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで討論を終結いたします。 

 これより議案第14号「訴えの提起について」を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（枝久保喜八郎） 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第12、議案第15号「埼玉県後期高齢者医療広域連合広域計画の

変更について」を議題といたします。 

 議案の朗読は省略いたします。 

 提案理由について説明を求めます。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） 議案第15号「埼玉県後期高齢者医療広域連合広域計画

の変更について」御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、右肩にナンバー６とあります「議案参考資料」の３ページを御覧ください。 

 提案の趣旨につきましては、改正マイナンバー法の成立により、高齢者の医療の確保に関す

る法律が一部改正され、令和６年12月２日に被保険者証が廃止されます。これに伴い、広域計

画の文言の修正が必要となりますが、今回これに併せて、計画で令和７年度に位置づけている

中間見直しを１年前倒しで実施するものでございます。 

 変更する内容の１点目は、被保険者証の廃止に関連するものとして、被保険者証の廃止及び

資格確認書等の運用に伴う文言の修正と、マイナンバーカードに関する記載について、令和６

年12月２日以降の内容に修正を行うものでございます。 

 ２点目は、制度の改正に関連するものとして、現計画策定以降の高齢者の医療の確保に関す

る法律の一部改正に関する影響を追記するとともに、第３期高齢者保健事業実施計画をはじめ

とした関連計画の改正に伴う文言の修正を行うものでございます。 

 ３点目は、その他として、広域計画の中間見直しを１年前倒しで実施する旨の記載と統計デ

ータを最新値に修正するものでございます。 

 なお、新旧対照表は、４ページ以降に記載しております。 

 今般の変更に関しまして、県内全市町村及び県、さらには医療懇話会から御意見をいただい
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た上で素案を作成し、パブリックコメントを実施しましたが、意見の提出はございませんでし

た。 

 説明は以上です。 

 よろしく御審議を賜りますようお願いいたします。 

○議長（枝久保喜八郎） これより質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手願います。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 議案第15号「埼玉県後期高齢者医療広域連合広域計画の変更につい

て」、ナンバー６の議案参考資料の３ページによりますと、この議案の趣旨は、被保険者証の

廃止に伴う文言修正が必要であることと、来年度の中間見直しの１年前倒しであるとあります。 

 ２点伺います。 

 １つ目、私は、中間見直しというのは大変重要で、膨大な作業と考えます。被保険者証の廃

止のために１年前倒しにする必要があるのか。しっかり検証した上での十分な見直しができな

いのではないかと考えます。見解を伺います。 

 ２つ目は、議案参考資料６ページ、旧文書では「適正医療の推進や健診などについて取り組

みの目標や方策を定めたもの」であったのが、新文書では「高齢者の保健事業と介護予防の一

体的な実施を全市町村で展開し、生活習慣病重症化予防とフレイル対策を進めるなど、県内全

域における健康づくりの取組を推進するもの」と変更されました。意味合いが相当違います。

具体的にお示しください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） 御質問のうち十分な見直しができたのかについてお答

えいたします。 

 広域計画は、後期高齢者医療制度の事務処理の指針であり、被保険者証の廃止に伴い変更は

必須のものでした。計画には令和７年度に中間見直しを行うことを記載していたため、被保険

者証の廃止に関連する内容のみの変更も検討いたしましたが、関連性が高い各種計画や高齢者

医療制度の見直しも行われており、全体の見直しが必要と判断したことから、中間見直しを１

年前倒しすることといたしました。 

 また、見直しに当たっては、広域連合で内容を詳細に検討するとともに、県内市町村や埼玉

県、被保険者代表や医療の専門家などで構成する医療懇話会の意見を聞いて反映させておりま

す。広域計画策定時と同様の手順を踏んだ上で十分な見直しができたものと考えております。 

 以上です。 
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○議長（枝久保喜八郎） 続いて答弁願います。 

 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） 御質問のうちデータヘルス計画に係る記載の変更についてお答えい

たします。 

 今回の見直しにつきましては、今年４月からスタートしました第３期データヘルス計画の内

容に改めたものでございます。第３期データヘルス計画では、重点項目として高齢者の保健事

業と介護予防の一体的な実施の推進を掲げ、その中で生活習慣病の重症化予防やフレイル対策

を行うこととしており、それに沿った修正を行ったものでございます。 

 なお、修正前に記載されております医療費適正化の推進や健診などにつきましても、実施方

法や目的を定め、引き続き実施しているところでございます。 

○議長（枝久保喜八郎） 再質疑はございますか。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） ２つ目について追加資料の（12）を見ますと、生活習慣病重症化予防

に係る市町村の取組状況は、ほんの少しずつ増えている程度で、取組のほとんどは広域連合の

文書勧奨です。個別訪問や電話指導は、全然十分とは言えません。 

 目標を定めるのは簡単ですが、実行するためには、現場に必要なのは人とお金です。まだま

だ課題が多いこの事業をどう総括して、１年前倒しにした中間見直しの中では、どう具体化し

たのかをお示しください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） 御質問にお答えいたします。 

 生活習慣病重症化予防につきましては、市町村の取組が重要だと考えております。このため、

今回、保健事業と介護予防の一体的な実施の中で実施する形に改め、広域連合が事務費や人件

費の負担を行うこととしております。また、事業を進めるに当たり、広域連合職員が市町村訪

問を行い、実施状況の把握や問題解決へのアドバイスを行うなど丁寧な支援も行っております。 

○議長（枝久保喜八郎） 再々質疑はございますか。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 広域連合が事務費や人件費の負担を行うというのは、大変いいことだ

と思います。その上で実施状況の把握や問題解決へのアドバイスを行うなど丁寧な支援とおっ

しゃる、私はその具体的な中身をお聞きしています。お答えください。 

○議長（枝久保喜八郎） 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） 御質問にお答えいたします。 



－29－ 

 具体的には、毎年５月に市町村の実施体制や進捗状況、広域連合への要望などに関する実態

調査を行っております。その後、調査に基づき市町村訪問を行い、例えば事業の進め方がよく

分からないという場合は、先進事例を紹介したり、計画を進めるに当たり専門機関の意見を聞

くようアドバイスするとともに、その活用に向けての調整を図るなどの支援を行っております。 

○議長（枝久保喜八郎） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで質疑を終結いたします。 

 続いて、討論に入ります。 

 討論のある方の発言を求めます。 

 まず、本案に対する反対討論を許可いたします。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 私は、議案第15号「埼玉県後期高齢者医療広域連合広域計画の変更に

ついて」に反対の立場で討論を行います。 

 中間見直しという大切な作業を被保険者証の廃止のために１年前倒しにし、十分な検証も行

わず、当事者の声も聞かず、目標を定めて十分な見直しができたとすることは、あまりにも乱

暴と言わなければなりません。 

 令和４年度と令和５年度を点検すれば、この２年間の特徴は、新型コロナ、受診控え、収入

の減少、物価高騰、窓口負担増と厳しさが幾重にも押し寄せたわけで、その状況の中で被保険

者が安心して適切な医療を受けられたのかどうかを検証してこそ中間見直しです。 

 令和６年度の後期高齢者医療保険料と介護保険料の値上げの中で、どれだけ被保険者に十分

な医療を受けられるようにするかを打ち出すものでなければなりません。被保険者証廃止のた

めにと１年前倒しで、不十分な中間見直しで済ませるこの議案は認められません。 

 よって、議案第15号に反対といたします。 

○議長（枝久保喜八郎） 次に、賛成討論を許可いたします。 

 14番、茂木一郎議員。 

○１４番（茂木一郎） 議案第15号「埼玉県後期高齢者医療広域連合広域計画の変更につい

て」賛成の立場から討論いたします。 

 広域計画は、広域連合と市町村が相互に役割分担し、連絡調整を図りながら、後期高齢者医

療制度を円滑に運営するための指針となるものです。 

 今回の変更内容については、全市町村と県、さらには被保険者代表や医療の専門家などで構

成された医療懇話会の意見を踏まえたものであります。また、データ修正や被保険者証廃止に

関することだけではなく、今後の制度改正の影響なども言及するなど、将来を見据えたものと
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言えます。 

 この広域計画が広域連合と市町村の円滑な制度運営に寄与するものと考えられることから、

議案第15号「埼玉県後期高齢者医療広域連合広域計画の変更について」賛成します。 

 ぜひとも御賛同賜りますようお願い申し上げ、私の賛成討論とさせていただきます。 

○議長（枝久保喜八郎） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで討論を終結いたします。 

 これより議案第15号「埼玉県後期高齢者医療広域連合広域計画の変更について」を採決いた

します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（枝久保喜八郎） 起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎行政報告 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第13、行政報告を行います。 

 この際、執行部から埼玉県後期高齢者医療広域連合債権管理条例に基づく債権の放棄につい

て行政報告を行いたい旨の申出がありますので、これを許可いたします。 

 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） 行政報告「埼玉県後期高齢者医療広域連合債権管理条例に基づく債

権の放棄について」御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、右肩にナンバー８とあります資料の２ページを御覧ください。 

 本行政報告は、埼玉県後期高齢者医療広域連合債権管理条例第12条第１項に基づき、令和５

年度に行った債権の放棄について御報告するものでございます。 

 令和５年度は、資料の１、放棄した債権の名称、事由、件数及び金額の表の一番下の合計欄

にございますとおり、10件、492万7,307円の債権を放棄いたしました。 

 その内容でございますが、一番上の医療給付費返還金は、当広域連合の資格喪失後に被保険

者証を使用したことにより返還金が生じたものですが、債務者が生活保護を受給しており、資

力の回復が困難であると認められたものでございます。 

 また、上から２番目から４番目までの割合差額返納金及び区分差額返納金は、所得更正によ
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り自己負担割合等が増えたことで返納金が生じたものですが、事由号数１号については、債務

者が生活保護を受給し、資力の回復が困難であると認められたもの、第７号については、債務

者が死亡し、相続人が相続放棄を行ったものでございます。 

 その下の療養費返還金は、柔道整復の施術所が支給申請の取消を行ったことにより返還金が

生じたものですが、債務者が破産法に基づく破産手続を進め、最終的に財産がなく手続廃止と

なったことにより債務を免れたものでございます。 

 最後の第三者行為損害賠償金は、交通事故の加害者が居所不明の状態で消滅時効の期間が満

了したものでございます。 

 なお、債権を放棄した期日は、令和６年３月29日でございます。 

 引き続き、本条例に基づき厳正な債権の回収に努めますとともに、回収の見込みがない債権

につきましては、適切に放棄することにより、公正かつ円滑な債権管理を行ってまいりたいと

存じます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（枝久保喜八郎） ただいまの報告に対し、質疑のある方の発言を求めます。 

（「なし」の声あり） 

○議長（枝久保喜八郎） なしと認め、これで質疑を終結いたします。 

 以上をもちまして行政報告を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時５３分 

 

再開 午後３時０５分 

 

○議長（枝久保喜八郎） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（枝久保喜八郎） 日程第14、「後期高齢者医療広域連合の所管事務に対する一般質

問」を行います。 

 これより、お手元に配付した通告書のとおり一般質問を許可いたします。 
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 なお、議案質疑と重複する質問は避け、質問、答弁は簡潔明瞭にお願いいたします。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） よろしくお願いします。 

 「パブリックコメントについて」伺います。 

 今日の議案にもありましたが、令和６年７月18日から同年８月16日まで、一部変更に関する

意見の募集、パブリックコメントを実施したが、意見はなかったとありました。 

 そこで伺います。 

 「（１）過去の実績と告知方法について」。 

 今回のパブリックコメントの質問項目と、その回答を具体的にお示しください。 

 また、過去５年間のパブリックコメントの実績と告知方法についても教えてください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） お答えいたします。 

 第４次広域計画変更のパブリックコメントについては、質問項目を設けずに、自由記載で実

施いたしました。 

 なお、寄せられた御意見はありませんでした。 

 過去５年間の実績でございますが、７回行っております。具体的には、広域計画の策定・変

更、高齢者保健事業実施計画の策定・変更、特定個人情報保護評価書の変更、債権管理条例の

制定に関して実施し、このうち債権管理条例に対して１件の御意見をいただきました。 

 また、告知については、従来、広域連合ホームページへの掲載と、市町村担当課窓口への配

架により行ってきました。今回は、これらに加え、ポスターを作成して、市町村での掲示をお

願いするとともに、市町村ホームページやＳＮＳへの掲載を依頼し、さらなる周知に努めまし

た。 

○議長（枝久保喜八郎） 再質疑がございましたらお願いいたします。 

 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） ５年間で７回、回答は１件、あまりにも少な過ぎて参考にもなりませ

ん。意見を聞いたことにもなりません。意見を聞こうとする姿勢も見られません。 

 埼玉県後期高齢者医療広域連合としてパブコメをどう位置づけているのか、見解を伺います。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） お答えいたします。 

 パブリックコメントについては、重要な計画等の形成過程において広く一般の意見を求める
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機会を確保するもので、住民の参画による開かれた広域連合行政の推進に必要な手続と考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 「（２）今後の取組について」伺います。 

 過去５年間で意見が１件というのはあまりにも少ないと考えますし、パブリックコメントが

機能していないということです。 

 より多くの意見をいただけるように、もっと県民に周知を図ることは急務と考えます。今後

の取組は大きな課題ですが、この点について何か検討なさっているかお答えください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） お答えいたします。 

 パブリックコメントについては、引き続き広域連合ホームページへ掲載するほか、市町村に

対して担当課窓口への配架と、それからポスター掲示、ホームページやＳＮＳへの掲載を依頼

してまいります。 

 また、日頃から広域連合のホームページを閲覧し、制度に関心を持っていただくことが大切

だと考えております。そのために、広域連合が作成するパンフレット等に、ホームページのア

ドレスやＱＲコードなどを記載いたしまして、ホームページの周知を図るとともに、分かりや

すい内容となるよう心がけてまいります。 

 以上です。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 後期高齢者医療保険というのは、いずれ誰もが利用するものです。重

要な計画等の形成過程において、広く一般の意見を求める機会を確保して、住民の参画による

開かれた広域連合行政の推進に必要なものであれば、なぜ今までもっと工夫を凝らさなかった

のか極めて疑問です。 

 朝日新聞のＲｅライフプロジェクトの調査では、現役世代の97％が病気や収入、将来の生活

に不安を感じていました。不安のトップは、自分が病気になること。２番目は、介護が必要に

なること。３番目は、認知症を患うことです。国民は年を取ったときの健康面への不安を抱え

て生きていることを示しています。この人たちが後期高齢者医療保険に関心がないはずがあり

ません。 

 せっかくパブコメを行っても、広域連合のホームページを開けなければ分からないのでは、

意見の上げようがありません。広域連合が作成するパンフレット等にホームページのアドレス
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やＱＲコードを記載し、ホームページの周知を図ったところで、そもそもそのパンフレットが

手元にないわけですから、これでは県民の意見を集めることができません。 

 ５年間でたった１件だったというこの驚きの数字を今まで放置してきたのは大問題です。議

会の仕事、議員の仕事は、一人でも多くの県民の意見を聞いて、集めて、反映していくことに

あります。議員は県民の声を代表するものですから、その声を聞かずに、私は前に進めること

はできないと思います。 

 今後、パブコメを行うときには、63自治体に通知を出して、市民への告知を求め、促し、広

く県民の意見を積極的に集めることを提案します。また、それが広域連合の責務だとも考えま

す。見解を伺います。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 葛西事務局次長。 

○事務局次長兼総務課長（葛西和仁） パブリックコメントの告知につきましては、今後も県

内全市町村に通知を行いまして、協力を依頼してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 「ヒアリングフレイル対策について」伺います。 

 フレイルとは、2014年に提唱された概念で、加齢に伴って心身の活力や社会とのつながりが

低下した状態で、放っておくと、自立度が低下し、介護が必要な状態になることをなるべく遅

くするための対策がフレイル対策です。 

 ヒアリングフレイルは、2018年に新しく示された概念で、加齢に伴う聴覚機能の低下により、

コミュニケーションの困難さや日常生活の質の低下が見られる体の衰えの一つとされています。

予防対策も発表されています。 

 そこで伺います。 

 「（１）今後の対応について」。 

 聴力検査は、耳の健康を確認するための重要な検査です。特に高齢者にとっては、聴力の低

下が日常生活に影響を与えることが多いため、定期的な検査が推奨されています。後期高齢者

健康診査には、聴力検査の項目はあるのでしょうか。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） お答えいたします。 

 当広域連合における健康診査では、聴力検査は含まれておりません。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 
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○１７番（鳥羽 恵） 加齢による聴力の低下は、認知症の発症要因の一つとも言われていま

すし、話し声が聞こえにくくなってコミュニケーションが取りづらくなることで、抑鬱や閉じ

籠もりになるフレイル、要するに虚弱状態につながると言われています。 

 加齢による聴力の低下に対しては、補聴器を装用するという医療的な介入を行い、認知症や

ヒアリングフレイルの予防を図ることの重要性が指摘されています。定期的な聴力検査とヒア

リングフレイル対策は急務と考えます。見解を伺います。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） 御質問にお答えいたします。 

 健診に要する費用につきましては、国からの交付金等を一部財源としておりますが、財源の

３分の２以上は保険料による負担となっております。 

 聴力検査は、国の交付金等の対象にはなっていないため、仮に新たに追加した場合、15億円

以上の費用が必要となり、その分、保険料を増額しなければなりません。このため、定期的な

聴力検査につきましては、現在のところ考えておりません。 

 次に、ヒアリングフレイル対策についてでございます。 

 広域連合では、被保険者の方が健康で自立した生活を送ることができるよう、市町村と連携

して、保健事業と介護予防の一体的な実施を行っております。 

 この事業を円滑に進めるため、市町村職員向けの研修会を開催しており、その中で訪問相談

や通いの場における健康指導など、被保険者の方と接した際に、テレビの音や会話の声が聞こ

えづらくなったなどの話が出た場合には、医療機関への適切な受診を促すようお願いしている

ところでございます。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） テレビの音や会話の声が聞こえづらくなった等の話が出たら、医療機

関への受診を促すというのは、早期発見、早期治療が効果をもたらすという観点から大きく立

ち後れたものだと考えます。 

 基金にため込むよりも、聴力検査15億円を多くの後期高齢者の福祉に役立てることは急務だ

と考えます。国に対して強く求めることも含めて、早急に聴力検査の導入を検討すべきと考え

ますが、見解を伺います。 

○議長（枝久保喜八郎） 古瀬給付課長。 

○給付課長（古瀬 力） お答えいたします。 

 広域連合としては、まずは保健事業を進める中で、聞こえに不安を感じる被保険者を確実に

医療機関への受診につなげることが重要と考えており、引き続き市町村への周知を図ってまい
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ります。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 「被保険者証の廃止について」伺います。 

 「（１）マイナ保険証について」。 

 令和５年第２回定例会で、私の質問に対して、マイナンバーカードの被保険者証利用にはメ

リットがあることや、被保険者証の廃止は法律で既に決まったことであるから、被保険者証の

存続を国に求めることは考えていない。多くの被保険者に安心して御利用いただけるよう、被

保険者情報の正確な登録など、適切に準備を進めていくと御答弁なさっています。 

 国は躍起になってマイナ保険証を進めてきましたが、追加資料の（１）によれば、後期高齢

者のマイナ保険証の普及率は56.95％、利用率はたったの12.74％です。高齢者はマイナ保険証

を持ったけれども、利用することができない状況にあることが明白です。この現状をどう認識

しているのか、後期高齢者にとってマイナ保険証を進めることが大きな負担になってきたとい

う認識はありますか。２点お答えください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） 御質問にお答えします。 

 令和６年８月時点でマイナ保険証の登録率56.95％に比べ、利用率は12.74％と大きく低迷し

ております。これは、高齢者がマイナンバーカードを携行することに不安を抱いたり、医療機

関の窓口に設置されたカードリーダーでの受付が分かりにくいことなどが原因と考えています。 

 また、マイナ保険証での受診は、従来の被保険者証での受診と手続が異なります。こうした

変化に対応を求められることは、一定の負担感が生じることがあると思いますが、一旦手続に

慣れてしまえば、負担感は徐々に解消するものと考えております。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 一旦手続に慣れてしまえば、負担感は解消するというのは、あまりに

も後期高齢者を理解していない御答弁です。 

 後期高齢者が新しいことに慣れるということが、どんなに困難なことか。しかもマイナ保険

証は、申請しなくても被保険者に届いていた現行の被保険者証と違って、５年ごとに申請しな

ければならず、慣れるどころか新たな面倒が生じます。75歳で申請した人は、次は80歳です。

その次は85歳。５年後、自分で手続できるのか、認知症になっていないのか、寝たきりになっ

ていないのか分からないのが後期高齢者ではありませんか。それでも、一旦手続に慣れてしま

えば、負担感は解消するというお考えか、再度伺います。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 
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 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） お答えします。 

 マイナ保険証については、被保険者から、最初は利用をためらったが、使ってみると、意外

と簡単で、便利だったという声も聞こえております。そのため、ぜひ１度御利用いただけるよ

う、リーフレット等を用いて、引き続き利用を促してまいります。 

 他方、受診に当たって介助が必要な方など、マイナ保険証での受診が困難な方もいらっしゃ

います。こういった方には資格確認書を交付し、引き続き安心して受診できるよう対応してま

いります。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） マイナポイントの開始から５年が過ぎる2025年には、マイナンバーカ

ードの電子証明書の期限切れラッシュが始まります。カードの更新のために、昼間、役所に行

かなければなりません。うっかりすることもあるでしょう。そのまま放置して期限切れのマイ

ナ保険証を持って医療機関を訪れれば、10割負担になります。トラブルが多発することは間違

いありません。地獄絵図が目に見えています。 

 この後も続く５年ごとの更新、後期高齢者の場合は、５年後の自分がどういう状況か予想も

つきません。理解力も必ず低下しています。認知症になっているかもしれません。今は便利と

感じていても、先には今までしなくてよかった苦労が待っています。そのことをどうお考えか

お示しください。 

○議長（枝久保喜八郎） 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） お答えします。 

 マイナンバーカードの電子証明書の有効期限が切れた場合でも、３か月間はマイナ保険証と

して利用することができます。また、更新手続がなされない場合は、切れ目なく受診できるよ

う職権により資格確認書を交付します。 

 引き続き被保険者の皆様が安心して受診できるよう、課題が生じた場合には国へ要望するな

ど、その都度対応を検討してまいります。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） （２）に進みます。「被保険者証廃止について」伺います。 

 被保険者証の廃止は１か月後に迫っていますが、現状が１か月で改善されるとは到底思えま

せん。今の紙の被保険者証がカードになって便利になるという単純な問題ではありません。 

 ３点伺います。 

 まず、資格確認書について。 

 それから、明日から受付が始まる登録解除について。 
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 そして、現行の短期被保険者証について。 

 それぞれ分かりやすく説明してください。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） お答えいたします。 

 まず、資格確認書についてです。 

 被保険者証廃止後、有効な被保険者証、またはマイナ保険証をお持ちでない方には、職権で

新たに資格確認書を交付します。また、マイナ保険証を保有していても、受診に当たって第三

者の補助が必要な方等には、申請に基づき資格確認書を交付します。資格確認書の有効期間は、

現行の被保険者証と同様に７月末を終期とし、最長１年間といたします。 

 なお、後期高齢者医療制度では、来年夏の一斉更新までの間、新たに後期高齢者医療制度に

加入された方や、転居等により有効な被保険者証をお持ちでない方には、マイナ保険証の有無

にかかわらず、職権で資格確認書を交付する暫定的な運用を行います。 

 次に、マイナ保険証の解除についてです。 

 埼玉県では、11月１日以降、準備が整った市町村から解除申請の受付を開始いたします。申

請は、市町村の担当課窓口で持参、または郵送により受付け、利用登録解除がなされるまでは、

約一、二か月程度要します。 

 なお、利用登録を解除した方が有効な被保険者証をお持ちでない場合には、解除申請の受付

と同時に資格確認書を交付いたします。 

 続いて、短期被保険者証、いわゆる短期証についてですが、被保険者証の廃止に伴い短期証

も廃止となります。短期証は、通常１年の被保険者証の有効期限を短縮して、一定以上の所得

がある方を対象に、保険料の９割以上を滞納し、納付に応じない場合に発行しております。保

険料を滞納されている方と直接、納付折衝する機会となっており、重要な収納対策です。 

 短期証の廃止により、直接、納付折衝をする機会が減る可能性がありますが、今後、国から

発出される通知等を参照し、収納率が低下しないよう対策を進めてまいります。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 資格確認書については、こんなややこしいことをしなくても、今の被

保険者証を残せば済むことで、今の御説明からは、ますます廃止にする必要がないと考えます。 

 また、マイナ保険証の解除については、マイナ保険証はオンラインで手軽に申請ができるの

に、解除はペーパーで、役所に行かなければなりません。しかも、１か月も２か月もかかると。 

 ホームページでは、令和６年11月１日以降にお住いの市町村にて受付を開始します。市町村

ごとに受付開始時期が異なるため、お住いの市町村にお問合せくださいとなっています。各市
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町村は、日常業務に加えて、また対応しなければなりません。マイナ保険証の取組が始まって

から、各市町村は本当に振り回されてきました。 

 短期被保険者証については、短期証が廃止されれば滞納がなくなるというわけではありませ

ん。今後、国から発出される通知等を参照し、収納率が低下しないよう対策を進めていくとい

っても、得策なんてありません。 

 今まで起きたトラブルは、全てこの現行の被保険者証が解決してきたものです。被保険者証

の廃止は、被保険者も、市町村の窓口も、医療機関も大混乱させることになります。被保険者

の立場に立とうとせず、国が決めたらそのとおりに進めるのであれば、後期高齢者医療広域連

合の存在そのものに意味がありません。今、紙の被保険者証を残す可能性もゼロではない局面

を迎えています。現行の被保険者証を残すことを強く強く国に求めるべきと考えます。見解を

伺います。 

○議長（枝久保喜八郎） 答弁願います。 

 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） お答えします。 

 被保険者証の廃止は、法律で既に決まった事項です。広域連合としては、市町村と連携し、

適切に事務を進めてまいります。 

○議長（枝久保喜八郎） 17番、鳥羽恵議員。 

○１７番（鳥羽 恵） 被保険者の立場に立たず、国が決めれば、後期高齢者に混乱を巻き起

こすことが分かっていても、構わず進めるということでしょうか。 

 混乱や不満や苦情の嵐の矛先は、広域連合ではなく、各市町村職員に向けられます。連携ど

ころか、各市町村が一手に引き受けるわけです。しかも、日常業務を行いながらです。 

 議会は、提案されている議案が市民、県民、国民にとっていいものかどうか。この議会で言

えば、後期高齢者にとっていいものかどうか。市民、県民を代表して、その立場でチェックす

るところです。国が決めたとおりにするのであれば、何のために広域連合と広域連合議会があ

るのか。改めてその存在意義を伺います。 

○議長（枝久保喜八郎） 土屋事務局次長。 

○事務局次長兼保険料課長（土屋和久） お答えします。 

 被保険者証の廃止については、様々な意見がありますが、それらの意見を踏まえて国会にお

いて議論し、決定したことです。 

 また、広域連合と広域連合議会は、車の両輪として高齢者の健康寿命の延伸と、適切な医療

機関への受診の確保を共に目指していくものと認識しております。引き続きその実現に向け努

力してまいります。 
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○議長（枝久保喜八郎） 以上で、17番、鳥羽恵議員の一般質問を終了いたします。 

 これで本定例会に付議された事件の議事は全て終了いたしましたので、会議を閉じます。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎広域連合長挨拶 

○議長（枝久保喜八郎） ここで、広域連合長から挨拶を行いたい旨の申出がありますので、

これを許可いたします。 

 富岡広域連合長。 

○広域連合長（富岡勝則） 議長からお許しをいただきましたので、閉会に当たりまして一言

御挨拶を申し上げます。 

 上程させていただきました議案７件につきまして、全て御同意をいただき、誠にありがとう

ございました。 

 議員の皆様におかれましては、当広域連合議会の運営に対しまして、今後もお力添えを賜り

ますようお願いを申し上げ、私からの挨拶とさせていただきます。 

 本日は、誠にありがとうございました。 

 

────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（枝久保喜八郎） これをもちまして、令和６年第２回埼玉県後期高齢者医療広域連合

議会定例会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

 

閉会 午後３時３０分 
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7.96% 7.75% 8.25% 8.29% 8.34% 7.86% 7.96%
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